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お客様の現インフラ環境のパフォーマンス状況を可視化し、安心安全な最適な次期IT基盤構築をお手伝
いするための武器(ツール)です。ワークロード測定ユーティリティはIT トランスフォーメーションを成功するための
鍵になります。

Dell EMC
Live Optics 説明 & ご利用の手引き



2

Live Opticsとは？

ITシステムが複雑化し、パフォーマンスの監視、ログ分析など、ITリソースを
可視化し、把握することが困難。

お客様の課題

Live Opticsは、上記の課題を支援する無償ツールです。
サーバからストレージまでの一環したシステムの稼働状況を時系列的にモニ
ターできます。グラフや表を用いたITリソースの利用状況をレポートすることが
でき、お客様自身でも自由に分析が可能なツールです。

何ができるのか

全環境共通
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サーバの稼働状況が把握できる

物理サーバアセスメントのメリットは？

お客様の物理サーバの現状を把握し、安心安全なシステム稼働を実現す
るアセスメントサービスになります。

メリット

ハイパーコンバージド化の適正度合が明確にできる

レポートサンプル

サーバ仮想化を検討するための情報が得られる

サーバアセスメントレポート

CPU/Memory/Network/Storageパフォーマンス情報

レポート生成

運用環境

無駄のない最適なコストで製品・テクノロジーを選択できる

ご提供
内容

次期サーバ基盤への投資の不安・心配が低減できる

主旨

次期サーバ基盤の構成アドバイスや構成イメージ図

個別
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仮想化統合したい既存環境の使われ方が把握できる

仮想サーバアセスメントのメリットは？

お客様の仮想化に対する不安を払拭し、安心安全な仮想化を実現する
ための仮想化アセスメントサービスになります。

メリット

ハイパーコンバージド化の適正度合が明確にできる

あるべき姿の次期仮想基盤構成が分かる

仮想化パフォーマンスアセスメントレポート

CPU/Memory/Network/Storageパフォーマンス情報

レポート生成

運用環境

統合仮想環境のデータ保護の検討ポイントが分かる

ご提供
内容

無駄のない最適なコストで製品・テクノロジーを選択できる

次期仮想基盤への投資の不安・心配が低減できる

主旨

次期仮想基盤の構成アドバイスや構成イメージ図

個別

レポートサンプル
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Live Opticsの全体イメージは？

Windows Linux/Unix

vCenter

Vmwarew ESXi

VM VM

基幹系LAN

APP APP

収集ツール
稼働PCお客様サイト

仮想環境群 物理サーバ環境群 ストレージ環境A

XtremIO

Unity
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SIOKIT
ファイル
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VNX
構成データ

VNX
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構成データ

VMAX
性能ログ

弊社SE
作業

弊社CE 
収集作業

お客様
収集作業

Collector

SIOKIT
ファイルCollector

Live 
Optics DB

性能レポート

EMCストレージ
監視サーバ

ストレージ環境B

カスタマー
エントリー

Live 
Optics

プロセス

レポート
作成

Live 
Optics

ウェブポータ
ル

Collector

LiveOpticsサイト EMCジャパンサイト

性能収集
ユーザ登録 オンライン転送

オフライン一括転送

性能収集(保守)
レポートダウンロード

全環境共通
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キャプチャ要求
Live Opticsに
ユーザ登録

Collecterを
ダウンロード

Collectorで採取
データの送付

1 2 3

５

Live Opticsの全体の流れは？

お客様でデータを収集してもらうため
のツール(Collector)ダウンロード先
をリクエストメールでご案内

お客様

Live Optics Web Portalにて氏
名、会社名、会社メールアドレス、顧
客企業、国を入力しユーザ登録

Live Optics Web Portal
でダウンロードしファイルを解
凍

オンラインでLive Optics DB更新、
または、SIOKITファイルを弊社SEへ
FTPサイト経由で送付

アセスメント 結果説明７

パフォーマンス・アセメント・レ
ポートを生成し、性能アセス
メントの検討

性能アセメントレポートの結
果説明、今後の構成内容の
アドバイス

８

Collecterで
性能データ収集

４

解凍したCollecterアプリケ
ーションを起動しターゲットの
性能収集を開始

お客様

SIOKITファイルの
アップロード

６

Live Optics DBへSIOKIT
ファイルをアップロードし、採取
した性能データを反映

事前作業フェーズ 性能収集作業フェーズ

性能収集作業フェーズ

全環境共通
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サンプル（サーバ編）

個別
（サーバ）
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サンプル：パフォーマンスエンベロープ

ピークCPU

6.21 GHz

正味CPU

122.00 GHz
コア

50

CPU

使用済 GB

37.31 TB
空き GB

20.95 TB
総 GB

58.25 TB

容量

ピークメモリ使用率

135.38 GB
総メモリ量

1.02 TB

Memory

66 MB/ 秒

ピーク時の集約ネットワークスループット

797

95% における IOP の数

74.01 GB

1 日の平均書き込み量
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サーバの役割

上位サーバ製造元

メーカー合計：2

上位のオペレーティングシステム

比：20.0 台の VM / 1 台のハイパー
バイザ

サーバ台数合計：4

サンプル：インベントリ
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サンプル：上位 5 台のサーバ（CPU 別）
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コア総数 50

合計 CPU 14

実質クロック速度 122 GHz   

ピーク CPU 6 GHz

平均 CPU 4 GHz

ピークメモリ使用率 135.38 GB / 1.02 TB 合計メモリ

サンプル：CPU パフォーマンス
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総ローカル容量 1.25 TB

使用済みのローカル容量 374.00 GB

未使用のローカル容量 908.00 GB

総共有容量 57.00 TB

使用済みの共有容量 36.94 TB

未使用の共有容量 20.06 TB

サンプル：ストレージ容量
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サンプル： IO パフォーマンス
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サンプル： IO パフォーマンス
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サンプル： IO パフォーマンス
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ピーク IOPS 1143

95% における IOPSの数 797

ピーク時のディスクスループット 61 MB/ 秒

ピーク時の集約ネットワークスル
ープット

66 MB/ 秒

1 日の平均書き込み量 74.01 GB

読み取り / 書き込み比率 93 % / 7 %

平均 IO 読み取りサイズ 44.20 KB

平均 IO 書き込みサイズ 28.08 KB

サンプル：全体IOパフォーマンス（サーバ）
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手順書

サーバ共通
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収集ツール(Optical Prime)の起動

「日本語」を選択し、「始めましょう」をクリック。

②①

サーバ共通
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収集ツール(Optical Prime)の起動

「サーバと仮想化」を選択し、「開始」をクリック。

②

①

サーバ共通
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サーバ データ転送方式設定
①サーバ オンラインデータ転送設定
②サーバ オフライン一括データ転送設定(SIOKIT)

サーバ共通

①か②は、お客様の環境に合わせて選んでいただけます。
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①サーバ リアルタイムデータ転送設定

サーバ共通
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①サーバ リアルタイムデータ転送設定 (1/2)
「LiveOpticsウェブサービスへのセキュアな接続(HTTPS)を確立」を選択し「次へ」をクリック。

②

①

サーバ共通
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①サーバ リアルタイムデータ転送設定(2/2)
「継続時間」から10分、4時間、12時間、24時間、2日、3日、4日、5日、6日、7日から
時間を選択、次に収集対象サーバの選択を実施。

①

サーバ共通
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②サーバ オフライン一括データ転送設定
(SIOKIT)

サーバ共通
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②サーバ オフライン一括データ転送設定(SIOKIT)(1/2)
「LiveOpticsウェブサービスに接続しないでください」を選択し「次へ」をクリック。

②

①

サーバ共通
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②サーバ オフライン一括データ転送設定(SIOKIT)(2/2)
「継続時間」で10分、4時間、12時間、24時間から時間を選択、次に収集対象サーバ
の選択を実施。

①

サーバ共通
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収集対象サーバの選択
①Windows版：個別選択 (Hyper-Vホストの収集も可能)
②Windows版：一括選択 (Hyper-Vホストの収集も可能)
③vCenter版：一括選択
④Linux/Unix版：個別選択

サーバ共通

①～④は、お客様の環境に合わせて選んでいただけます。
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①Windows版：個別選択
(Hyper-Vホストの収集も可能)

サーバ共通
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①Windows版：個別選択(Hyper-Vホストの収集も可能)(1/3) 
「リモートサーバーの追加」をクリック。

①

サーバ共通
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①Windows版：個別選択(Hyper-Vホストの収集も可能)(2/3) 
「Windowsサーバへの接続」を選択し、仮想化対象のWindowsサーバアドレスを入力後に
「接続」をクリック。

③

②

①

サーバ共通
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①Windows版：個別選択(Hyper-Vホストの収集も可能)(3/3) 
[ログイン資格情報]で、「ユーザ名」、「パスワード」を入力後に「OK」をクリック。
(複数Windowsサーバを設定する場合には、1～3の作業作業を繰り返す)

②

①

③

サーバ共通
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②Windows版：一括選択
(Hyper-Vホストの収集も可能)

サーバ共通
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②Windows版：一括選択(Hyper-Vホストの収集も可能)(1/2) 
「ADの検索」をクリック。

①

サーバ共通
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②Windows版：一括選択(Hyper-Vホストの収集も可能)(2/2) 
仮想化対象の「ADサーバ名」と「ドメイン」を入力後に「スキャン」をクリックし、スキャンされた複数
Windowsサーバを選択。

①

③

②

サーバ共通
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③vCenter版：一括選択

サーバ共通
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③vCenter版：一括選択 (1/3)
「リモートサーバーの追加」をクリック。

①

サーバ共通
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③vCenter版：一括選択 (2/3)
「Vmware vCenter Serverへの接続」を選択し仮想化対象のvCenterの「サーバーURL」を入力後
に「接続」をクリック。(複数vCenterサーバを設定する場合には、この選択作業を繰り返す)

③

②

①

サーバ共通
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③vCenter版：一括選択 (3/3)
[ログイン資格情報]で、「ユーザ名」、「パスワード」を入力後に「OK」をクリック。
(複数vCenterサーバを設定する場合には、 1～3の作業作業を繰り返す)

③

②

①

サーバ共通
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④Linux/Unix版：個別選択

サーバ共通
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④Linux/Unix版：個別選択 (1/3)
「リモートサーバーの追加」をクリック。

①

サーバ共通
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④Linux/Unix版：個別選択 (2/3) 
「SSHを使用して対応Linux/Unixサーバに接続」を選択し仮想化対象のLinux/Unix
のサーバーアドレスを入力後に「接続」をクリック。

③

②

①

サーバ共通
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④Linux/Unix版：個別選択 (3/3) 
[ログイン資格情報]で、「ユーザ名」、「パスワード」を入力後に「OK」をクリック。
(複数Linuxサーバを設定する場合には、1～3の作業作業を繰り返す)

③

②

①

サーバ共通
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サーバ 性能情報収集実行
①サーバ リアルタイム収集実行
②サーバ オフライン一括収集実行(SIOKIT)

サーバ共通

①か②は、お客様の環境に合わせて選んでいただけます。
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①サーバ リアルタイム収集実行

サーバ共通
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①サーバ リアルタイム収集実行 (1/2)
「キャプチャーの開始」をクリック。

①

サーバ共通



46

①サーバ リアルタイム収集実行 (2/2)
収集ツール(Collector)の実行が完了していたら「終了」をクリック。

①

サーバ共通
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②サーバ オフライン一括収集実行
(SIOKIT)

サーバ共通
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②サーバ オフライン一括収集実行(SIOKIT) (1/6)
収集ツール(Collector)の実行が完了していましたら「終了」をクリック。

補足：
24時間(1日間)以上で

データ採取する場合は、
次ページの繰り返し収
集開始を参照。

①

サーバ共通
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②サーバ オフライン一括収集実行(SIOKIT) (2/6)
収集ツール(Collector)を24時間(1日間)超える繰り返し実行する場合は、 「はい」をクリック。
これで最後に実行した収集対象情報を再利用し収集実行が可能。

①

ご注意：
「はい」をクリックしますと、
直ぐに前回と同じ条件で収
集ツールが実行開始します
ので、ご注意ください。

サーバ共通
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収集ツール(Collector)を起動し、「SIOKITのアップロード」をクリック。

収集ツール(Collect)を展開したフ
ォルダー上に収集データファイル
(SIOKIT拡張子)で、作成されま
すので、収集データ(SIOKIT)ファ
イルのアップロードを実施。

②サーバ オフライン一括収集実行(SIOKIT) (3/6)

①

サーバ共通
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「ファイルを参照」をクリック、対象収集データ(SIOKIT)ファイルを選択し「開く」をクリック。

①

②

③

②サーバ オフライン一括収集実行(SIOKIT) (4/6)
サーバ共通
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「作成される新しいプロジェクトに名前を付ける」でプロジェクト名を入力し、「アップロード」
をクリック。

②

①

②サーバ オフライン一括収集実行(SIOKIT) (5/6)
サーバ共通
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「アップロードが完了しました。」が表示されたら、右下の「終了」をクリック。

②サーバ オフライン一括収集実行(SIOKIT) (6/6)

①

サーバ共通




